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高齢男性ら孤立防止へ「晩酌の会」

仙
台
市
泉
区
の
長
命
ケ
丘
団
地
内
で
、

高
齢
世
代
の
男
性
が
集
う

「晩
酌
の
会
」

が
多
彩
な
活
動
を
進
め
て
い
る
。
仕
事
の

関
係
な
ど
で
長
年
、
地
域
と
の
関
わ
り
が

薄
か

っ
た
男
性
が
多
く
、
孤
立
を
防
ご
う

と
発
足
し
た
。
１
９
７
０
年
代
に
造
成
が

始
ま

っ
た
団
地
の
高
齢
化
率
は
４０
％
を
超

え
、
市
全
体
の
２５

・
２
％

（今
年
３
月
末

現
在
）
を
大
幅
に
上
回
る
。
定
期
的
な
酒

席
の
交
流
を
楽
し
み
つ
つ
、
コ
ー
ヒ
ー
の

仙
台
・長
命
ヶ
丘

入
れ
方
を
学
ぶ
講
座
な
ど
も
開
き
、
生
活

に
生
か
せ
る
ス
キ
ル
を
磨
く
。

会
は
昨
年
１０
月
に
活
動
を
始
め
、
地
元

の
飲
食
店
で
月
１
回
、
晩
酌
の
集
ま
り
を

開
催
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
現
在
、
長
命
ケ

丘
４
丁
目
に
住
む
７
人
で
、
全
員
７０
歳
以

上
。
団
地
内
の
民
生
委
員
を
務
め
る
元
東

北
学
院
大
特
任
教
授
の
本
間
照
雄
さ
ん

（７４
）
が
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援

の
経
験
な
ど
を
基
に
企
画
し
た
。

エ
リ
ア
を
広
げ
て
参
加
者
を
募
る

「拡

大
版
」
も
開
き
、

「気
軽
に
交
流
で
き
て

楽
し
い
」
と
好
評
だ
。
会
長
の
勝
倉
和
弥

さ
ん
（“
）
は

「長
命
ケ
丘
に
４０
年
以
上
住

ん
で
い
る
が
、
地
域
の
事
は
妻
任
せ
で
、

初
め
て
知
り
合

っ
た
人
が
ほ
と
ん
ど
。
近

隣
住
民
と
顔
な
じ
み
に
な
り
安
心
感
が
あ

る
」
と
話
す
。

活
動
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
、
８
月
１９
日

，に
は
団
地
内
の
カ
フ
ェ

「
エ
ム
カ
フ
ェ
コ

ー
ヒ
ー
ロ
ー
ス
タ
リ
ー
」
の
協
力
で
コ
ー

ヒ
ー
講
座
を
開
催
。
カ
フ
ェ
代
表
の
沼
田

実
千
代
さ
ん
（６４
）
を
講
師
に
、
豆
の
品
種

や
産
地
、
焙
煎
方
法
に
よ
る
味
の
違
い
や

入
れ
方
な
ど
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
ハ
ン

ド
ド
リ
ッ
プ
の
実
技
に
挑
戦
し
た
。

参
加
し
た
山
田
幹
夫
さ
ん
（７８
）
は

「
コ

ー
ヒ
ー
の
奥
深
さ
を
実
感
し
た
。
お
い
し

い
入
れ
方
を
ま
た
練
習
し
て
み
た
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。
今
後
、
地
域
の
催
し
な

ど
で
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
。

本
間
さ
ん
は

「お
茶
飲
み
会
な
ど
は
女

性
の
参
加
が
多
く
な
り
が
ち
だ
が
、
テ
ー

マ
を
設
け
る
と
男
性
が
参
加
し
や
す
い
傾

向
が
あ
る
」
と
分
析
。
郊
外
団
地
の
高
齢

化
が
進
む
中
で

「
シ
エ
ア
世
代
の
男
性
の

孤
立
を
防
ぎ
、
活
動
の
幅
を
広
げ
る
ヒ
ン

ト
を
メ
ン
バ
ー
と
共
に
模
索
し
た
い
」
と

意
欲
を
見
せ
る
。
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